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１

安全上の注意
お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するための安全に関す
る重大な内容を記載しています。本文をお読みになり、正しくご使用ください。

強　制

禁　止

注　意

業務用や使用目的以外に使わない
コンセントや配線器具の定格を超える使いかた（エアコン、冷蔵庫、電子レンジ
などの大きな電力を使う機器とたこ足配線）や交流100V以外では使わない
⚫たこ足配線などで定格を超えると発熱し、発火の原因になるとともに、接続し
　ている機器の損傷の原因になります。
電源プラグは根元まで確実に差し込み、傷んだプラグや緩んだコンセントは
使わない
⚫感電やショート、発火のおそれがあります。

修理技術者以外の人は、絶対に改造、分解、修理をしない。
⚫発火や異常動作によるけがのおそれがあります。
※修理はお買い上げの販売店もしくはサービスセンターにてご相談ください。

２

安全上の注意
電源コードを束ねたり、引っぱったり、無理に曲げたり、ねじったり、重いもの
をのせたり、傷付けたり、高温部に近づけたり、加工したり、はさみ込んだりしない。
⚫傷んだまま使用すると感電や故障、発熱や発火での火災の原因になります。
本体やスタンドを落としたり、強い衝撃を与えない。
⚫製品が破損したり、落とした際にけがをするおそれがあります。
子供だけで使わせたり、幼児の手の届くところでは使用しない
⚫けが・やけど・感電の原因になります。
運転中に本体を取り外したり、ボウルの中に手や髪の毛、衣服の端、へら、スプー
ンなどを入れたり、ビーターやニーダーに触れない
⚫けがをするおそれがあります。

本体を丸洗いしたり、水に浸けたり水をかけたりしない
⚫ショートによる感電のおそれがあります。

異常（異音・異臭・こげ臭い・動かない・ビリビリと電気を感じる・コードを動か
すと通電したりしなかったりするなど）がある時には直ちに電源プラグをコンセン
トから抜き、使用を中止する
⚫異常のまま使い続けると、発煙・火災・感電やけがに至るおそれがあります。

本体の着脱操作をおこなうときは、スピード切替スイッチを［OFF］にし、コンセ
ントから電源プラグを抜く
⚫感電・ショート・発火・破損の原因になります。

使用中に電源プラグや電源コードが異常に熱くなる時は、使用を中止する
⚫ショートによる発火のおそれがあります。
使用時以外（お手入れ、組立て、分解）は電源プラグをコンセントから抜く
電源プラグを抜く時は、電源コードを引っぱらずに、必ずプラグ部分を持って抜く
⚫感電の原因になります。

電源プラグに付いたゴミやほこりは、定期的に乾いた布で取り払う
⚫絶縁不良となり、火災の原因になります。

濡れた手で電源プラグを抜き差ししたり、スイッチを触らない
⚫感電やけがのおそれがあります。

湿気の多い場所や水のかかりやすい場所で使用しない
⚫ショートによる感電のおそれがあります。

※本体は必ず運転が停止して、電源プラグを抜いてから取り外してください。

※お買い上げの販売店もしくはサービスセンターにご相談ください。

必ず守る



４

安全上の注意

ビーター・7分以上、ニーダー・5分以上の連続運転をしない
⚫故障の原因になります。

⚫モーターの故障原因になります。

冷蔵庫から取り出した直後のようなかたい材料等には使用しないでください

直射日光で高温になる場所に放置したり、発熱器具（ガスコンロ、レンジ、ストー
ブ、ファンヒーター）などの火気の近くで使用しない
⚫熱による変形や変色、故障や火災のおそれがあります。

お手入れの際は、シンナー、ベンジン、アルコールなどの揮発性有機溶剤は使用し
ない
⚫本体の変形・変色の原因になります。

落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください
火のそばに置かないでください

３

安全上の注意

本製品の部品を他の機器に使用したり、他の機器の部品を本製品に使用しない
⚫けが・感電・火災の原因となります。

ボールに何も入れない状態では使用しない
⚫故障の原因になります。

ビーターやニーダーがセットされている状態で容器内の食材に触れない
⚫けがの原因になります。

ビーターやニーダーの運転が止まるまでは本体を動かさない
⚫けがや故障の原因になります。

使用中に、その場を離れない
⚫火災や故障のおそれがあります。

ボウルに火をかけたり、電子レンジやオーブンに入れない
⚫火災の原因になります。

電源プラグを抜く時は、電源コードを持たずに必ず先端の電源プラグを持って
引き抜いてください
使用時以外は電源プラグをコンセントから抜いてください
ビーターの着脱及びお手入れの際は、電源プラグを抜いてから行ってください
⚫けがの原因になります。
使用中、モーターから異臭や煙が出るなど、異常が発生したら、直ちに電源を切
り電源プラグを抜いてください
⚫火災、感電の原因になります。

50℃以上の材料は容器に入れない
⚫やけどの原因になります。

不安定な場所やテーブルの端で使用しない、また、調理中に本体を持ち運ばない
⚫ボウルや本体を落としたり、けがを故障するおそれがあります。

水や油のかかりやすい場所、屋外で使用しない
⚫故障して、ショートや火災のおそれがあります。



使用方法
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1. 本体にビーターまたはニーダーをセットする

2. ボウルをスタンドにセットする

●コンセントから電源プラグが抜けていること、スピード   
　切替スイッチがOFFになっていることを確認してください。

スタンドの溝にボウルの底の凸部がきちんと
収まるように置いてください。

●同じものを 2本取り付けてください。
　ビーターとニーダーを一緒に取り付けないでください。
●差込口の形状に向き合わせて「カチッ」と音がするまで、確実に差し込んでください。

●使用する前に、ボウル、ビーター、ニーダーを台所用洗剤でよく洗って水気を拭き取ります。
※本体に水をかけたり、水洗いはしない。
●スタンドを安定した平らな場所に設置します。

◼ビーターまたはニーダーの取り外しかた

スピード切替スイッチをOFFの位置にし、図のように上から
強く押し込めば外れます。
【注】床などに落とさないように必ず手を添えてください。

差し込む

差込口 刻印

必ず守る
本体底の刻印に合わ
せて左右を確認し、
差し込み口に正しく
差し込む
→まちがえると正常な
　回転ができません。

押し込む

OFF

５

スピード切替スイッチ

ハンドル
ビーター・ニーダー差込口

凹部

ボウル

ビーター ニーダー

スタンド

本体 本体底部

本体セット部

本体着脱ボタン

ビーター・ニーダー
　　スタンドボウル置き

※ボウルが固定
　するようにボ
　ウル底の形状
　に合わせて置
　きます。



ビーターの使いかた
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1. 材料をボウルに準備し、スタンドにセットする

2. ビーターをセットした本体をセットし、コンセントに
　 電源プラグを差し込む

4. 作業が終了したら、スピード切替スイッチを
　OFFにし、コンセントから電源プラグを抜く
5. 本体をスタンドから取り外し、ボウルを外す

3. スピード切替スイッチを操作して、ビーターを回転させて調理する

6. ビーターを本体から取り外す

●続けて使用する場合は、10分以上休ませてからにしてください。1～2 分間隔での運転は連続運
　転と同様です。ご注意ください。

●7分以上の連続運転はしないでください。

●食材の量が多すぎると飛び散る原因になります。その場合は、何回かに分けてかくはんするか、
材料を別のボウルに移し、本体を手で持って操作してください。

●食材の量が少なくてうまくかくはんできない場合は、本体を手で持って操作してください。

●付属のボウルを使用する場合は、卵白（Mサイズ）なら4～8個、生クリームなら100～500ml
   を目安にしてください。

注意⚠
使用中は手・へら・スプーン
などが、ビーターに触れない
ようにする

スピード 1

スピード 5
スピード 4
スピード 3
スピード 2

かくはんを始める。小麦をサッと混ぜる。

卵白、生クリームなどを泡立てる。
バタークリーム、生クリームを混ぜる。
混合。ケーキの材料などを混ぜる。
液体を混合。サラダドレッシングなどを作る。

スタンドの溝にボウルの底の凸部がきちんと
収まるように置いてください。

※ビーターは必ず 2本取り付けてください。

OFF

７

使用方法

4.コンセントに電源プラグを差し込む

5. 本体をスタンドから外す
●スピード切替スイッチをOFFにし、
　コンセントから電源プラグを抜く

3. 本体をスタンドにセットする
本体底の凹部をスタンドのツメ（凸）に合わせて置き、
矢印方向にスライドします。

※「カチッ」と音をさせて、本体の凹部がスタンドのツメに確実に
　ロックされるようにスライドしてください。

必ず守る⚠
本体の着脱操作をおこなう時は、
スピード切替スイッチを「OFF」
にして、コンセントから電源プラ
グを抜く

●本体着脱ボタンを押しながら、本体を
　前方にスライドさせてロックを外し、
　上に持ち上げます。

※スピード切替スイッチが必ず「OFF」になっていることを確認し、
　電源プラグをコンセントに差し込む

《本体底》

《本体セット部》 凹部
ツメ (凸 )

②

①

調理中にスタンドから
ボウル着脱するときは

OFF

スピード切替スイッチを「OFF」にし、
本体を斜めに上げて、ボウルを着脱します。

本体着脱
ボタン



お手入れ方法
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本　体

ビーター・ニーダー・ボウル

電源プラグ

水洗いできません

●軽い汚れは水で濡らした布巾を固く絞って拭き取ります。

水洗いできません

水洗いできます

●ゴミやほこりは定期的に乾いた布で拭き取ります。

保管のしかた

●必ずコンセントから電源プラグを抜いてからおこなう
●全体が完全に冷めてからお手入れをする
→やけどやけがの原因になります。
●みがき粉・ベンジン・シンナー・アルコール・漂白剤
　化学ぞうきん・金属たわし・硬いたわしなどは使わない
→変形や変色の原因になります。

⚠
注
意

スタンド

●取れにくい汚れは、台所用中性洗剤を染み込ませた布を
　固く絞って拭き取ります。
　最後に乾いた布で乾拭きします。

水洗いできます

●軽い汚れは水で濡らした布巾を固く絞って拭き取ります。
●取れにくい汚れは、台所用中性洗剤と柔らかいスポンジ
　などで洗いよくすすぎ十分に乾燥させます。

●取れにくい汚れは、台所用中性洗剤と柔らかいスポンジなど
　で洗いよくすすいだ後水気を十分に拭き取り乾燥させます。

●子供や幼児の手の届かないところで保管してください。
●直射日光の当たらない、高温多湿を避けた、結露しない場所で保管してください。
●振動のある場所や、冷暖房機のそばは避けてください。

●ほこりを落とし、汚れをしっかり取り除いたら、十分乾燥させて袋などに入れて
　保管してください。

●お住まいの自治体のごみの廃棄方法に従って廃棄してください。
廃棄のしかた
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ニーダーの使いかた
1.材料をボウルに準備し、スタンドにセットする

2. ニーダーをセットした本体をセットし、コンセントに
　 電源プラグを差し込む

4. 作業が終了したら、スピード切替スイッチをOFFに
　 し、コンセントから電源プラグを抜く

5. 本体をスタンドから取り外し、ボウルを外す

3. スピード切替スイッチを操作して、二ーダーを回転させて調理する

6. ニーダーを本体から取り外す

●続けて使用する場合は、10分以上休ませてからにしてください。 
　1～2 分間隔での運転は連続運転と同様です。ご注意ください。

●5分以上の連続運転はしないでください。

●食材の量が多すぎると飛び散る原因になります。その場合は、何回かに分けて
　かくはんするか、材料を別のボウルに移し、本体を手で持って操作してください。

●パン生地の場合は、材料合計で500g、パスタ生地の場合は、材料合計で　　
　300g以下にしてください。

注意⚠
使用中は手・へら・スプー
ンなどが、ニーダーに触れ
ないようにする

スタンドの溝にボウルの底の凸部がきちんと
収まるように置いてください。

※スピード切替スイッチは「1」のみでご使用ください。
　スピード 1以上で使用すると、故障の原因になりますので、ご注意ください。

●ニーダーは本体底の刻印の通りに差し
　込み、必ず 2本取り付けてください。

OFF

●食材の量が少なくてうまくかくはんできない場合は、本体を手で持って操作し
　てください。



⚠警告 修理技術者以外の人は分解したり修理をしない。

故障かなと思ったときには次の点をお調べください。

症状 主な原因 処置

電源が入らない
（作動しない）

ニオイがする

⚫コンセントに電源プラグを確実
　に差し込んでいない

⚫スピード調節スイッチの位置が
　「OFF」になっている

⚫ボウル、ビーター、ニーダーが
　正しく取り付けられていない

最初のうち、もしくは長期にわたって本機を使用しなかった場合、モー
ター部からわずかにニオイが出ることがあります。使用を重ねるうちに
この現象はなくなります。

⚫再度コンセントに電源プラグを
　確実に差し込む

⚫スピード調節スイッチを 1～５
　に操作する

⚫再度ボウル、ビーター、ニーダー
　を取り付け直す

故障かなと思ったとき
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品名

型式

定格電源

消費電力

サイズ

重量

コードの長さ

パーフェクト2STYLEミキサー

RM-222H

AC100V　50/60Hz

120W

スタンド付き　(W)28.5×(D)18.2×(H)29.7cm
本体　　　　　(W)18.0×(D)6.0×(H)13.0cm

スタンド付き　750g
本体　　　　　260g

90.5cm

製品仕様
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アフターサービス
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長年ご使用のミキサーはよく点検を


